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The purpose of this paper is clarifying of professional  manager's corporate 
ideas by the relation to the corporate value creation. First, the essence of 
"Sociality" social responsibility that the "Keieitai" and the professional  
manager accomplish the management job is clarified as essence of 
professional manager's corporate ideas. Secondarily, the method of building 
"Public interest" social responsibility in the relation to the "Keieitai" as the 
distribution theory into professional manager's decision process with the 
stakeholder clarifies that the professional manager practices it by the 
"Taikyo" principle by the dialogue and the negotiation. Thirdly, the essence of 
compliance in corporate ideas is considered and the essence of "Publicity" 
social responsibility is considered by taking up business ethics and the 




Three social responsibilities of uniting these at the end are considered and a 
modern meaning of  professional manager's corporate ideas is considered by 































































































































































る 2 社と、日本企業 2 社との経営者報酬の実態を取り上げ、経営者報酬との関係
で検証してみることにする。 







図表1 2010年 3月期決算における重要な企業の高額報酬者一覧 
 企業名 役職名 人名 報酬額 
（単位：万円）
業種 
1 日産自動車 1) 社長 カルロス・ 
ゴーン 89,100 輸送用機器 
2 ソニー2) 社長兼会長 ハワード・ 
ストリンガ  ー 81,450 電機 
3 大日本印刷 3) 社長 北島義俊 78,700 精密機器・諸工業 
4 東北新社 4) 最高顧問 植村伴次郎 67,500 情報・通信 
5 武田薬品工業 5) 取締役 アラン・ 
マッケンジ  ー 55,300 化学・医薬品 
6 信越化学工業 6) 社長 金川千尋 53,500 化学・医薬品 
7 双葉電子工業 7) 最高顧問 細矢礼二 51,700 電機 
8 日本調剤 8) 社長 三津原博 47,726 化学・医薬品 
9 セガサミーホー





社長 古森重隆 36,100 化学・医薬品 
（出所）平成 21年度有価証券報告書をもとに筆者作成 
 
1)  日産自動車のカルロス・ゴーン氏の報酬額（89,100 万円）の全額が基本報酬
である（日産自動車有価証券報告書,2010,p.52）。 
2)  ソニーのハワード・ストリンガー氏の報酬額（81,450 万円）のうち基本報酬


















報酬が 9,000 万円、役員賞与が 12,000 万円、ストックオプションによる株価
連動型報酬が 34,100 万円、退職給付関係費用が 200 万円となっている（武田
薬品有価証券報告書,2010,p.58）。 
6）  信越化学工業の金川千尋氏の報酬額（53,500 万円）のうち基本報酬は 23,800
万円、賞与は 5,000 万円、ストックオプションの付与日における評価額 24,700
万円が計上されている（信越化学工業有価証券報告書,2010,p.64）。 
7） 双葉電子工業の細矢礼二氏（双葉電子工業創業者）の報酬額（51,700 万円）
のうち 50,000 万円は創業者功労金であり、基本報酬は、1,700 万円である（双
葉電子工業有価証券報告書,2010,p.29）。 
8） 日本調剤の三津原博氏（日本調剤創業者）の報酬額（47,726 万円）のうち基
本報酬は、36,030 万円、賞与が 5,600 万円、退職慰労金が 6,096 万円となって
いる（日本調剤有価証券報告書,2010,p.36）。 
9） セガサミーホールディングスの里見治氏の報酬額（43,500 万円）のうち基本
報酬は、22,500 万円であり、役員報酬は 21,000 万円である（セガサミーホー
ルディングス工業有価証券報告書,2010,p.45）。 
10）富士フィルムホールディングスの古森重隆氏の報酬額（36,100 万円）のうち














































































「当社の取締役に対する報酬は、平成 15 年６月 19 日開催の第 104 回定時株主総
会において決議されたとおり、確定額金銭報酬と株価連動型インセンティブ受領
権から構成されている。確定額金銭報酬は、平成 20 年６月 25 日開催の第 109







株相当数を上限としている。監査役に対する報酬は、平成 17 年６月 21 日開催の






基 本 報 酬 業 績 連 動 報 酬 退職金（株式退職金を含む） 
  
人  数 支給額 人数 支給額 人  数 支 給 額 


















役  8 650 4 8 324  1 47   






    (単位：百万円) 
区分 金銭報酬 人数 
取締役（社外取締役を除く） 1,689 10 
監査役（社外監査役を除く） 24 1 

























基本報酬  賞与) 退職慰労金 計 
対象となる
役員の員数











  31 8  ―  39  2    ―   ― 

























おりません。〔1〕基本報酬額は、月額 40 百万円以内（平成２年６月 28 日開催の
第 114 回定時株主総会決議による）において、役職別に定額としております。 
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